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①学校運営上
の課題

社会に開かれ
た教育課程へ
の対応

こども園が１園化され、町内
１園・１小・１中となった。
０歳から１５歳までの系統
だった吉野町の一貫教育に向
けて取り組んでいる。
吉野町学校園運営協議会を設
立。あわせて、吉野町地域学
校園協働活動本部も再構築し
た。
今後は、学校園運営協議会で
承認された教育目標を地域学
校園協働活動に関わる方々へ
周知していく必要がある。

学校園運営協議会で示
された教育目標を地域
学校園協働活動本部運
営会議で共有し、それ
をもとに活動計画を検
討する。
また、地域学校園協働
活動等の情報発信に努
め、より多くの地域住
民に周知し、新たな地
域人材の獲得に努め
る。

令和６年度より吉野町学校園運営協議
会を設置。あわせて４つの部会の総括
を担い、取組を検討・企画する地域学
校園協働本部の体制も再構築した。こ
れにより、学校園の教育目標やニーズ
を共有できる体制が整い、地域学校協
働活動の更なる活動領域の展開に向
け、仕掛け作りができた。

教育目標を共有することで、
地域住民が何を目指して活動
すれば良いのかという１つの
柱になる。
また、学校と地域が同じ方向
へむかって活動を進めること
により、教育目標の実現に近
づき、社会に開かれた教育課
程も期待できる。

「教育目標を意識
して活動に取り組
んでいる」
と回答した地域学
校園協働活動に関
わる地域住民の割
合

0 % 30 56.7 4

「教育目標」のもと、学校と地域が連携して活動を進め
ることができたとする地域住民は、年度末の活動アン
ケート（全体回答５３人）では、連携できたとする回答
が、５６．６％。できなかったが、１１．３％の結果と
なった。回答選択として「わからない」との設問の回答
は３２％であったことから、「わからない」層への理解
を求め、活動の目的をさらに共有する必要がある。次年
度のCSで年度の教育目標が承認された後、活動を開始す
る年間活動内容を決める会議で、当該年度の教育目標を
知ってもらい、地域が学校に何ができるか、また従来継
続している活動が、教育目標のどこにつながるものかな
ど、具体的に実感、理解してもらう工夫などの手立てを
講じたい。

吉野町公式HP
https://www.town.yoshino.nara.j
p/
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